
下北森林管理署の採材現地検討会に参加 
 

令和８年７月３日(金)、青森県むつ市城ケ沢の椈沢山国有林内において下北森林管理

署主催の採材現地検討会が開催され、青森事務所から職員２名が参加しました。 

当日は、霧雨模様でしたが開会時には曇り空となり、県・市担当者、林業関係団体や

林業事業体など 44 名の参加者を得て開催されました。 

下北森林管理署長の挨拶後に、青森事務所から東北森林管理局管内の木材需要動向に

ついて、一般材・合板材の４ｍ採材比率向上、ヒバ・広葉樹の採材について、請負事業

実行時の留意事項等について説明しました。次に署担当者から事業地の概要等について

説明が行われ、その後採材検討に移りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回は、スギ４ｍ一般材・合板材の採材比率向上に向けて、5 本の供試木を準備して

採材検討が行なわれました。署担当者が曲がりなどの欠点を意識しながら採材し、矢高

基準に応じた仕分け等について参加者へ説明を行いました。また、青森県森林整備事業

協同組合・青森県森林組合連合会担当者等から、採材・仕分けの考え方等についてアド

バイスをいただき、参加者は有利採材・販売に向けての理解を深めることができました。 

最後に、青森事務所から講評と労働安全等についてお話させていただき、検討会は無

事終了となりました。 

青森事務所では、今後も各署等で開催される採材現地検討会等に積極的に参加し、国

有林材の有効利用や労働災害の未然防止に貢献したいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会式の様子 参加者全員で採材検討 

林業関係団体から採材等のアドバイス 青森事務所から講評と安全指導 


